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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

図書館情報学

図書館の世界においても世界は多岐にわたる。DVD等による世界の図書館事情の紹介と、その社会
的・歴史的事実を語り、学生に広く世界的視点で考えることの必要性を説く。また情報の世界は驚
異的な進歩をとげつつあり、電子ブックの登場、ディジタル化の進展は図書館の未来に革命をもた
らすかも知れないこと、情報革命を注視することの必要性を説く。授業にメリハリをつける工夫に
気を配った１年であったが、工夫のかいあって、学生の居眠り、遅刻、欠席が減るとともに授業が
好評であった。(私は講義の最初と最終日には全員起立、礼という日本古来からある礼儀作法に
のっとって授業をやることにしたが、これが案外好評で学生からこれを続けるよう何度も要請が
あった。勿論続けるーしかし強制しない)。今の日本には古来からの良き伝統を継承しようとする
気風が薄れているが、これを復活すると案外学生は納得し、ついてくるものだと思った。

日本図書館協会評議員(過去２４年間、現在まで)。淡路市図書館協議会会長、淡路市からの各種諮
問に答える。地域では自治会長に選ばれたため、地域社会への奉仕活動及び率先して各種行事を実
施、多忙極まる１年であった。

教務委員、図書館運営委員、同書架対策委員

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

日本における公共図書館の評価法の確立のために、日本図書館協会評議員会においてその実現を進
め、現行案をさらに改良することを提案するとともに論文の執筆。アメリカの図書館の統計書の研
究(非常に複雑多岐にわたる)。中世ヨーロッパの暗黒時代を調べるうち、ルネサンスはイスラムの
文化と図書館の成果がなければ成立しにくかったことにきづき、中世イスラムの図書館の研究に着
手(奥が深いので成果は当分先になる)。
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取得学位

日本図書館協会、図書館問題研究会、日本図書館研究会、ALA(アメリカ図書館協
会、本部イリノイ州シカゴ市)、情報科学技術協会、近畿図書館学科協議会

図書館の評価法、中世イスラムの図書館、世界各国図書館事情調査
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